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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月28日(2016.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明のインクジェット記録ヘッドの検査装置は、吐出口列を形成する複数の吐出口か
らインクを吐出可能なインクジェット記録ヘッドの検査装置であって、前記複数の吐出口
を複数のブロックに分けて、前記複数の吐出口からのインクの吐出タイミングを前記ブロ
ック毎にずらすように前記インクジェット記録ヘッドを時分割駆動することにより、記録
媒体に所定の検査パターンを記録する制御手段と、前記記録媒体に記録された前記検査パ
ターンを読み取る読み取り手段と、前記読み取り手段によって読み取った前記検査パター
ンの画像データを画像処理して、前記吐出口から吐出されるインクによって前記記録媒体
に形成されるドットの位置ずれ量を取得する取得手段と、取得手段により取得した前記ド
ットの位置ずれ量を前記ブロック毎に補正する補正手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吐出口列を形成する複数の吐出口からインクを吐出可能なインクジェット記録ヘッドの
検査装置であって、
　前記複数の吐出口を複数のブロックに分けて、前記複数の吐出口からのインクの吐出タ
イミングを前記ブロック毎にずらすように前記インクジェット記録ヘッドを時分割駆動す
ることにより、記録媒体に所定の検査パターンを記録する制御手段と、
　前記記録媒体に記録された前記検査パターンを読み取る読み取り手段と、
　前記読み取り手段によって読み取った前記検査パターンの画像データを画像処理して、
前記吐出口から吐出されるインクによって前記記録媒体に形成されるドットの位置ずれ量
を取得する取得手段と、
　取得手段により取得した前記ドットの位置ずれ量を前記ブロック毎に補正する補正手段
と、
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　を備えることを特徴とするインクジェット記録ヘッドの検査装置。
【請求項２】
　前記取得手段は、前記記録されるドットの重心点と、理想的な格子点と、の位置関係か
ら、前記ドットの位置ずれ量を取得し、
　前記理想的な格子点は、前記複数の吐出口から吐出されるインクによって形成される複
数のドットの位置がｘ方向およびｙ方向において一定となる条件において、前記複数のド
ットの位置の誤差が最小となるように最小二乗法により設定した点である
　ことを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録ヘッドの検査装置。
【請求項３】
　前記補正手段は、前記複数の吐出口に対応する全てのドットの位置ずれ量の平均値と、
前記ブロック毎のドットの位置ずれ量の平均値と、の差が０となるように、前記ブロック
毎のドットの位置ずれ量を補正することを特徴とする請求項１または２に記載のインクジ
ェット記録ヘッドの検査装置。
【請求項４】
　前記補正手段により補正された前記ドットの位置ずれ量に基づいて、前記インクジェッ
ト記録ヘッドのインクの吐出状態を判定するための判定手段をさらに備えることを特徴と
する請求項１から３のいずれかに記載のインクジェット記録ヘッドの検査装置。
【請求項５】
　前記判定手段は、前記補正手段により補正された後の前記複数の吐出口に対応する全て
のドットの位置ずれ量の標準偏差と、基準の標準偏差と、の比較結果に基づいて、前記イ
ンクジェット記録ヘッドのインクの吐出状態を判定することを特徴とする請求項４に記載
のインクジェット記録ヘッドの検査装置。
【請求項６】
　前記全てのドットの位置ずれ量の標準偏差は、前記補正手段により補正された後の前記
ブロック毎のドットの位置ずれ量の標準偏差の二乗平均値であることを特徴とする請求項
５に記載のインクジェット記録ヘッドの検査装置。
【請求項７】
　吐出口列を形成する複数の吐出口からインクを吐出可能なインクジェット記録ヘッドの
検査方法であって、
　前記複数の吐出口を複数のブロックに分けて、前記複数の吐出口からのインクの吐出タ
イミングを前記ブロック毎にずらすように前記インクジェット記録ヘッドを時分割駆動す
ることにより、記録媒体に所定の検査パターンを記録する記録工程と、
　前記記録媒体に記録された前記検査パターンを読み取る読み取り工程と、
　前記読み取り手段によって読み取った前記検査パターンの画像データを画像処理して、
前記吐出口から吐出されるインクによって前記記録媒体に形成されるドットの位置ずれ量
を取得する取得工程と、
　取得手段により取得した前記ドットの位置ずれ量を前記ブロック毎に補正する補正工程
と、
　を含むことを特徴とするインクジェット記録ヘッドの検査方法。
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